
  

 

 

 

大寒を迎え、寒さが厳しさを増しておりますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。本年も引続き、正しいマスクの着用と

手洗いなどの手指衛生、人と人との距離の確保といった基本的な感染予防対策を行い、新型コロナウイルス感染症を予防して

いきましょう。 

〈新型コロナウイルス感染症〉 

〈今月のトピックス〉ノロウイルス 

ノロウイルスとは、感染性胃腸炎の原因となるウイルスの一つで、主に秋～冬に流行します。また、食中毒の原因と

なるウイルスでもあり、集団感染が起きやすいため注意が必要です。 

◎感染経路は？ 

 

 

 

 

◎症状は？ 

 

 

 

 

◎予防するには？ 

手洗い、手指消毒、吐物の適切な処理、食品の十分な加熱が必要です。 

 ※一般的によく利用されるアルコール消毒はノロウイルスにはあまり効果がありません。吐物の処理やドアノブ等

の消毒には次亜塩素酸ナトリウム液を使いましょう！ 

＊次亜塩素酸ナトリウム液の作り方[ハイター（塩素濃度 5％）の場合]＊ 

作成濃度 希釈 方法 使用する場所 

0.1%（1000ppm） 50 倍 原液 10ml＋水 500ml 吐物、便で直接汚染された場所や衣類など 

0.02%（200ppm） 250 倍 原液 10ml＋水 2500ml 調理器具、床、トイレのドアノブ、便座など 

 

流行状況 発   生   状   況   等 

 

1 月 23 日現在、これまで福島県では 10，786 名の感染者が確認されています。       

12 月に県内で初めて新型コロナウイルス感染症のオミクロン株が確認されて以降、次々と県内

各地で報告されています。オミクロン株はこれまでの新型コロナウイルス感染症の中でも感染力

が強く、また感染から発症までの期間が短いとされている一方、軽症者も多いことが特徴です。

無症状のまま気づかずに感染を拡げないためにも、毎日の健康状態の確認や、症状が軽くても早

めに病院を受診する等、1 人 1 人が危機意識を持った行動を強化していただきますようお願いい

たします。 

レベル２     

（警戒を強化すべきレベル） 

 ノロウイルスに汚染された水や貝（主にカキなどの二枚貝） 

 患者さんの糞便や吐物に直接触れたり、それらによって汚

染された場所に触れる 

 吐物等が乾燥して塵となり浮遊したウイルスが口に入る 

 吐き気・嘔吐、下痢、発熱 etc. 

 症状がみられる期間は、平均 24～48 時間 

 嘔吐や下痢が続くことで、脱水になりやすくなり

ます。水分をしっかり摂りましょう。 

令 和 4 年 １ 月 

福島県南会津保健所 

電話 0241-63-0306 

 


